
(別添）
○印刷会社様のシステムや上場会社様ご自身で作成されたサマリー情報XBRLデータを登録する方法　(御参考)

1.『1.開示資料作成・アップロード』タブを選択し、「サマリー情報」枠の数値データ（XBRL）の「アップロード」を選択してください。
なお従来どおり、TDnet画面からサマリー情報XBRLを作成する場合は「作成・編集」を選択してください。それ以降は従来の方法から変更はありません。

2.「サマリー情報XBRLファイルのアップロード」画面で「参照」を選択し、アップロードするサマリー情報XBRLファイル（ZIP圧縮したもの）を選択してください。



3.下記メッセージが表示されますので、「OK」を選択して保存してください。

4.2～3で保存したことにより「サマリー情報」の数値データ（XBRL）の状態が”登録済み”となります。

5.「サマリー情報」枠のPDFファイルの「アップロード」を選択してください。アップロード後、状態が”登録済み”となります。
アップロード方法は従来の方法から変更はありません。



6.「財務諸表」枠の数値データ（XBRL）の「アップロード」を選択してください。アップロード後、状態が”登録済み”となります。
アップロード方法は従来の方法から変更はありません。

7.『2.全文PDFアップロード』タブを選択し、全文PDFをアップロードしてください。
アップロード方法は従来の方法から変更はありません。

8.『3.インデックス情報入力』タブを選択し、開示指定日時、表題、担当者情報、公開項目を入力した上で「提出」を押してください。



9．『開示情報詳細』画面に遷移しますので、内容に間違いがないかをご確認いただき、問題なければ「次へ」を押してください。

10.御登録いただいたサマリー情報PDFが表示されますので、内容に間違いがないかをご確認いただき、問題なければ「次へ」を押してください。
従来は、サマリー情報XBRL及びPDFが表示されましたが、今後はサマリー情報PDFのみが表示されます。
なお従来どおりTDnet画面からサマリー情報XBRLを作成した場合は、従来どおりサマリー情報XBRL及びPDFが表示されます。



11.御登録いただいた全文PDFが表示されますので、内容に間違いがないかをご確認いただき、問題なければ「提出」を押してください。

12.確認メッセージが表示されますので、問題なければ「OK」を押してください。



13.開示情報受付票が表示されますので、必要に応じて印刷を行ってください。

以上

(御参考)
今後につきましては、印刷会社様等のシステムでサマリー情報XBRLを作成した場合、TDnet画面でサマリー情報XBRLを作成した場合のいずれにおきましても
適時開示情報閲覧サービス、ＤＢＳにてサマリー情報のHTML形式での表示がされなくなります。

＜適時開示情報閲覧サービスの表示例＞

上記　　　マークがなくなり、ＨTML形式での表示がされなくなります。
平成24年1月9日以前に開示された決算短信については、引続きHTML形式で表示されます。


